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麟ｉし豪せん

１、会漓坂卜町内む‾おａましx乃瓦給河象・の乃には、印加ｌか配剤されていまｉの芒、記入例

　のとあり記入して甲誂してください。

２、高校の寄宿包専におり、会津坂下ｌ内で同居していないか、上のチ‡ックをして該当する

　乃については、甲哨肖をａ愕しまｉので、ご迪絡くだａい。

３、別居しているか、喫の映晋に入ってお○、上のチ・ックをして該当する力には、支給対象

の嗜びふl､－夥ので、ご遡暗ください。

　奈啄お､頁恰対象著は､平哩21琢2月1日に会漫坂下町σyl民暴ふ台帳に雰ａされている方、

　　りひ外田人晋一一策に帰一されている方（不法滞在柔趾ひ蜀回､ia・を舘≪）で・。

子伺て応堕特國手樋交付曾についての間いきわせ先

　生活部福祉一い暴窓口）�84-15a
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２月１日同原で66歳以上，18唯以下の方は20,000円が矧Ｍれ庶・。

　ｇ　給付金に関係する「振り込め詐欺」や
畿

「個人情報の問い合わせ」にご注意ください

　町後場や晦務iなとか、
ＡＴＭＩ鍵行・コンヒニェンスストアなどの現金回勅預払榎｝の榛作をお願いすること

給付のために手数料等の盛込を求めること
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